
移動式粉末消火設備�

取扱説明書� 品番　SHAｰ30E Ⅱー�

このたびは、ミヤタの移動式粉末消火設備をお求めいただきまことにありがと

うございました。�

この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。そのあと大切に保管

し、わからないとき再読してください。�

■消火剤は、人体に対し有害性や毒性はほとんどありません。�
消火剤は、リン酸塩類を主成分とする微粉末で、人体に対し有害性や毒性は
ほとんどありませんが、故意に口に入れたりしないでください。�

移動式消火設備についてのご質問やご不明な点がございましたら、お求めの販
売店または下記最寄の宮田工業（株）営業所にお問い合わせください。�

ご販売店様へ……この説明書は必ずお客様にお渡しください。�

品　　　番� SHAｰ30EｰⅡ�
型式認定番号� Cｰ461号�

消火薬剤型式番号� 薬第59～1号�
消火薬剤充てん量� 33kg
ホース長さ� 20m
格納箱寸法� 幅270・高さ1140・奥行360（mm）�
総　質　量� 約80kg

　・危険物対応品では消火薬剤型式番号が「薬第45～1号」になります。�
　・特注品の場合、格納箱寸法が違うことがあります。�

仕様�

消火薬剤について�

アフターサービスについて�

万一、消火剤が目に入った場合には、水道水等でよく洗い流してください。�
なお目に痛みを感じたり、充血した場合には、医師の診察を受けてください。�
皮ふや衣類、器物等に付着した時は、よくはたき落とし、水で洗い流して�
ください。�
なお消火剤のかかった食品は食べないでください。�

宮田工業株式会社　防災事業部�
札幌営業所 〒０６０‐０００１ 札幌市中央区北一条西7‐1（広井ビル3F） TEL（011）231‐6668�
仙台営業所 〒９８３‐００４３ 宮城県仙台市宮城野区萩野町4‐4‐35 TEL（022）238‐4771�
北関東営業所 〒３３８‐０８３２ 埼玉県さいたま市桜区西堀10‐8‐1 TEL（048）857‐0711�
東京営業所 〒１４１‐００３１ 東京都品川区西五反田7‐22‐17（TOCビル6F） TEL（03）3494‐5821�
神奈川営業所 〒２５３‐８５８８ 神奈川県茅ヶ崎市下町屋1‐1‐1 TEL（0467）85‐1229�
静岡営業所 〒４２２‐８０３４ 静岡県静岡市高松2‐5‐10 TEL（054）238‐1061�
名古屋営業所 〒４８０‐１１４４ 愛知県愛知郡長久手町熊田1211 TEL（0561）62‐9241�
大阪営業所 〒５６４‐００６２ 大阪府吹田市垂水町3‐34‐10 TEL（06）6339‐1128�
中国営業所 〒７３３‐０８４２ 広島市西区井口5‐7‐26 TEL（082）276‐5136�
福岡営業所 〒８１２‐００５１ 福岡市東区箱崎ふ頭3‐3‐20 TEL（092）641‐0048�
特機営業所 〒１４１‐００３１ 東京都品川区西五反田7‐22‐17（TOCビル6F） TEL（03）3494‐5821
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販売店�

防災事業部�
〒２５３‐８５８８  神奈川県茅ヶ崎市下町屋1‐1‐1�
TEL（0467）85‐1211（大代表）�

この粉末消火設備は、粉末消火薬剤を充てんした移動式粉末消火設備として適
応防護区画付近に設置し、火災発生時にこの消火設備を操作してホース先端に
あるノズルより粉末消火薬剤を放射して火災を消火するものです。�



安全上のご注意�
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ず
お守りいただくことを、次のように説明しています。�

必ずお守りください�

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」
内容です。�

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想
定される」内容です。�

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみ
が発生する可能性が想定される」内容です。�

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。�

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容
です。�

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。�
（下記は、絵表示の一例です。）�

■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、�
次の表示で区分し、説明しています。�

警告�

警告�

注意�

注意�

■加圧用ボンベバルブ、�
　クリーニング弁、放出弁は�
　平常時は閉位置のこと。�

これらのバルブ類が開いていると、火災時に使用�

できない恐れがあります。�

■人に向けて放射しない。�
放射される消火剤が直接顔に当たると、呼吸困難や失明等
の恐れがあります。�

●人に向けて放射することは絶対にしないでください。�

禁　止�

■火災または点検の場合以外は操作しない。�
不適切な操作をすると、火災時に使用できない恐れがあり
ます。�

■使用方法をよく確認する。�
誤った使用方法で操作しますと消火できない恐れがありま
す。�

■消火の際、火元に近づき過ぎない。�
火炎による火傷の恐れがあります。�

●炎より3m程度はなれて使用してください。�
やけど注意�

■消防法で定められた点検を実施する。�
点検をしなかったことにより、火災時に使用できない恐れ
があります。�

●消防法により6ヵ月に1回の外観点検および機能点検、1年に1回の
総合点検を行うことと規定されています。点検はお求めの販売店に
ご相談のうえ、専門の消防設備士の点検を受けてください。�



■格納箱の扉を開き、加圧用ボンベバルブ①を全開します。�
（この操作によって二酸化炭素が薬剤タンク内に入り、薬剤とガスとの�
急速な流動、混合が開始されます。）�

■放出弁②を全開にし、ホースを引きのばします。�
（ホースはできるだけ全部引きのばしてください。）�
■火元に近づきノズルレバー③を全開し、火炎の下を掃くように消火して�
ください。�
（ノズルレバーを閉に戻すと放射を止めることができます。）�

各部の名称� 使用方法�1～2ページの安全上のご注意�
を合わせてご確認ください。�

1�
加圧用ボンベバルブ�
①を全開する�

3ホースをのばし、ノズルレバー③を全開する�

2�
放出弁②を全開する�

屋根板�

扉�

表示灯�

充てんふた�

格納箱�

放出弁�

把手�

270

1
1
4
0

薬剤タンク�

クリーニング弁�

加圧用ボンベ�
（ＣＯ２・８２０ｇ）�

ノズルレバー�

ホース�

加圧用�
ボンベバルブ�

クリーニング用�
ボンベバルブ�

クリーニング用�
ボンベスパナ�

クリーニング用�
ボンベ�
（ＣＯ２・６６０ｇ）�

アンスルボックス�
移動式粉末消火設備� 1

2

3

　注意事項�
●本機器の格納箱は、屋根板と上側ドアヒンジが一体の構造となっております。
そのため、使用後の処置等で屋根板を取り外す際には、扉が倒れて破損する
おそれがありますので、手を添えるなど倒れの防止を行ってください。�

屋根板・扉を外し�
真上から見た所�



使用後の処置について�

日常の点検のお願い�1～2ページの安全上のご注意�
を合わせてご確認ください。�

●日常の点検で異常が発見された場合は、機能点検、整備および消火剤の詰め
替えが必要です。�
　機能点検、整備および消火剤の詰め替えはお求めの販売店にご依頼ください。�

機能点検や整備・再充てんは、消防法の取り決めにより、専門の消防設備
士の資格を有する者が行える業務とされています。�
機能点検や整備・再充てんはお求めの販売店にお申し付けください。�

■使用後は、整備・再充てんして使用できます。�
使用後は、機能点検を行った後、異常がないものにあっては、整備・再充て
んして使用できます。�

消火剤の掃除は、掃除機で吸引したり、圧縮空気で吹き払ってから、固く
しぼった雑巾でよく拭き取ってください。また水洗いできるものは、よく
水洗いしてください。�
電気機器に消火剤がかかった場合にはコンセントよりプラグを抜き電源を
遮断してから掃除してください。�

消火剤のかかった電気機器は、絶縁性が低下していることがありますので、
一度専門の業者に点検をご依頼ください。�

■飛散した消火剤は、すみやかに掃除してください。�
長期間放置しておきますと、消火剤が湿気を帯び、金属を腐食（サビ）させた
り、塗装面を変質させる恐れがあります。�
また電気の絶縁性を低下させる恐れもありますので、十分に掃除してください。�

■下記バルブが閉位置であることを確認してください。�
加圧用ボンベバルブ�
放出弁�

■ノズルレバーがスムーズに動くことを確認してください。�

■表示灯が点灯することを確認してください。�

■格納箱や箱内部の容器等に著しい腐食（サビ）や汚れがないか確認してください。�

■扉の開閉ができるか確認してください。�

■操作するための充分なスペースがあるか確認してください。障害物は排除し
てください。�

■薬剤放射後はすみやかにホースクリーニングをしてください。�
（長時間放置しますとホース内に薬剤がつまる恐れがあります。）�

方　　法 1． 放出弁を「閉」にします。�
 2． 屋根板と扉をはずし、充てんふたの後方にあるクリーニング�
  弁のハンドルを反時計方向に回して全開にします。�

 3． スパナを使用してクリーニングボンベバルブを全開にします。�
 4． ノズルレバーを開にしてホース内の残留薬剤を放出し、薬剤�
  タンク内の圧力を完全に抜きます。�
  （ガスの放出音がなくなるまで行ってください。）�

　注意事項�
●人に向けて放射しないでください。�
●消火の際、火元に近づき過ぎないでください。�
●クリーニング用ボンベバルブは薬剤放射前に開けないでください。�
・加圧用ボンベとクリーニング用ボンベを同時に開けないでください。�
　薬剤タンク内の圧力が高くなり危険です。�
・クリーニング用ボンベでの起動はしないでください。�
　この場合、多少の薬剤は放射しますが、消火に有効な放射はできません。�

『ご注意』必ず扉の倒れ防止を行ってください。�
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